
藤島移植が臨床現場へ萱場して､はや10年近くが過ぎようとしています｡挿島分離

に使用している酵素にウシ成分が混入していたことがわかり･国内では2009年12月現

在､勝島移植は停止していますoまた･肺島移植を受けた患者さんの長期経過から･

血糖の安定化は可能ながら､インスリンの離脱は現状では難しいこともわかってきま

した｡これらに対処するために､医学と工学の技術を連携した取り組みが進められて

います｡勝島移植治療の再開をめざして､さまざまなアプローチを試みていらっしゃ

る後藤先生にお話を伺いました｡

※ ｢お役立ちマニュアルPart 2｣の｢障島移植の現状と将来(p6-9)｣も参照してくださいC

丁二､

1.藤島移植のはじまり

2000年に新しい勝島移植療法がカナ

ダで報告され､肝島移植は世界中で大き

壬社会的関心を集め､ 1型糖尿病患者さ

んの治療の選択肢の一つとして､第1歩

を踏み出しました｡この流れを受け､わ

が国においても､ 2004年4月に勝島移植

が開始され､現在までにすでに28例が

おこなわれています｡私の所属する東北

七学病院は､ 2006年8月に全国で6番目

.7)勝島移植実施施設として認定され､こ

れまでに2例の移植を実施しましたQ

前世紀は臓器移植が大きく開花しました

が､今t軸己中にはより低脚な細胞療法へ

と主役が移り変わっていくと考えられてい

ます｡その中でも勝島移植は､とくに早い

時期に標準治療として確立すると考えら

れている治療法です｡現在勝島移植は､

エドモントン･プロトコールの長期成績

の結果から､血糖を安定化させるための

†射蔓襲治療と位置づけられていますo

本稿では､勝島移植の現状･課題につ

いてできるだけわかりやすく説明し､あ

わせて東北大学でおこなっている勝島移

植の取り組みについてご紹介します｡

2.藤島移植とは

1)藤島移植を必要とする患者

インスリン投与に生命をゆだねてい

る1型糖尿病患者さんは､現在世界中に

400万人以上いるといわれています｡

さまざまな理由で患者数は現在も増

加しつづけており､ 2025年にはおよそ

3,000万人に達するものと推測されてい

ます1) 2)｡

これらの患者さんの多くは､頻回の自

己血糖測定とインスリン療法によって､

ある程度血糖コントロールをすることが

できますo　しかし一部の患者さんは､深

刻な低血糖性昏睡に悩まされ､致死の危

険につねにさらされています｡

また､インスリン療法では厳格に管理

されていても､血管病変にもとづく腎不

全､失明､神経障害､心筋梗塞､脳卒中

といった糖尿病長期合併症の併発を完全

には阻止できないことが近年明らかに

なってきましたo

わが国における1型糖尿病患者の数

は､約10万人といわれています(豚･

勝島移植研究会で通常使用されている推

定値｡厚生労働省を含めて正確な患者数

を調査した統計発表はない)｡また､ 2型

も含めた糖尿病を原疾患とする腎不全に

より透析導入になる患者の割合は年々増

加しており､またその予後は､他の疾患

を原因とする患者にくらべ､はるかによ

くないことも報告されています｡つまり

医療的側面からだけでなく､長期的な医

療費削減を踏まえた社会的側面からも､

これら糖尿病の根治療法､すなわち僻β
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後藤　昌史

(ごとうまさふみ)
東北大学国際高等研究教

育機構融合領域研究所准

教授

1968年生まれ｡ 1993年

東北大学医学部卒業､

2000年東北大学にて

医学博士号取得o　その

後､ Sweden Karolinska

lnstltute､ Sweden

Uppsala大学にて､臨床

聯島移植プロジェクトに

参加するかたわら､移植

後早期グラフト障苔や異

種勝島移植に関する研究

を遂行0 2008年より､

東北大学国際高等研究教

育機構　融合領域研究所

准教授｡現在に至る｡
*　*　*

旅行と歴史に興味があ
り､余暇は歴史物を読ん

だり､テニスをしたりし

ています(平日は極度の

運動不足ですが･ -)

低便♯
｢侵襲｣とは｢手術｣｢医

療処置｣などによる外部

からの身体への負担や影

響o ｢低侵襲｣な治療と

は､身体に対する負担や

影響の少ない治療のこと

で､最近では､切除部位

の小さい内視鏡手術など

がよく虹られているo

エドモントン･プロト

コール

2000年､カナダのアル

ハータ大学グループによ

り導入された､ステロイ

ド剤を用いない新しい勝

島移植方法｡

詳しくは､お役立ちマ

ニュアルPart2､ p7参照o

≡

,

.

t

r

.

I

+

(

'

L

 

I

 

t

､

一

　

　

]


